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8:45 T8-O-5
紀伊半島中央部に位置する高見山の中央構造線露頭．*井守 智大・藤本光一郎・
重松 紀生

9:00 T8-O-12
西南日本の微小地震の下限震度不均質性と中央構造線活断層系．*古橋 拓哉・
早坂 康隆

9:15 T4-O-7
魚歯/骨片化石のネオジム同位体比から推察した日本海の開閉史：北海道・東北
本州弧のテクトニクスとの関連性．*小坂由紀子・堀川 恵司・淺原 良浩

9:30 T4-O-11
白亜紀日本の前弧堆積盆の多様性；愛媛県宇和島層群の砕屑性ジルコンU-Pb年
代測定．*長谷川 遼・礒崎 行雄・中畑 浩基・堤之恭

9:45 T7-O-8
カルサイト応力計によるスロー地震断層の地質学的な証拠．*大園 宣明・坂口 有
人

10:15 R4-O-1
接触変成岩における炭質物石墨かの圧力-温度-時間依存性．*村松 樹・中村 佳
博・ﾏﾄﾞｽｰﾀﾞﾝ ｻﾃｨｯｼｭ ｸﾏｰﾙ

10:30 R4-O-3
東南極リュツォ・ホルム岩体に産するコランダムと角閃石の間に発達する3層構造コ
ロナ：物質移動と組織発達．*森 祐紀・池田 剛

10:45 R4-O-5
南西インド洋海嶺 Prince Edwardトランスフォーム断層のウルトラマイロナイト．*柿
畑 優季・道林克禎・DickHenry

11:00 R4-O-7
北海道旭川市西方の神居古潭変成岩類における上昇時の流体移動による重複変
性作用の証拠．*シン ウォンジ・竹下 徹

11:15 R4-O-11
四国中央部三波川変成帯猿田川流域におけるナップ境界近傍の温度構造と年代
分布．*川口 健太・早坂 康隆・廣瀬 丈洋

11:30 R4-O-13
Mass transfer during formation of secondary olivine within subduction zone:
Example from the Khantaishir ophiolite, western Mongolia.．*Otgonbayar Dandar,
Atsushi Okamoto, Masaoki Uno, Takayoshi Nagaya, Noriyoshi Tsuchiya

発表時間 発表番号 タイトル．著者

14:30 R7-O-4
アパタイト微量元素組成に基づく白亜系蝦夷層群の凝灰岩標準層序と広域対比．*
桑原　里・髙嶋　礼詩・西　弘嗣

14:45 R8-O-6
伊豆－小笠原前弧域で掘削された前弧玄武岩・ボニナイトの岩石物性と化学組
成．*本多 睦美・道林 克禎・藤井 昌和・山本 由弦・針金 由美子

15:00 R11-O-4
東北日本の岩盤河川侵食パラメーターの推定：東北日本弧隆起速度履歴の復元
へ向けて．*中島 由以佳・成瀬　元

15:15 R14-O-11
三波川変成岩類と白亜紀四万十付加体の構造関係について．*志村 侑亮・常磐
哲也・竹内 誠・森 宏・山本 剛志

15:30 R14-O-3
房総半島新第三系前弧海盆における被熱構造と圧密特性．*神谷 奈々・山本 由
弦・宇都宮正志・福岡 純一・王 乾・張 鋒・林 為人

15:45 R14-O-4
美濃帯犬山地域に分布するチャートの高速摩擦特性．*本橋 銀太・大橋 聖和・氏
家 恒太郎

16:00 R14-O-7
延岡衝上断層剪断帯の微細組織と流体依存性．*長谷川亮太・山口飛鳥・福地里
菜・北村有迅・木村 学・濱田洋平・石川剛志

16:15 R14-O-9
四国西部、伊予三浦半島におけるメランジ記載と古地温構造解析．*織田雅俊・大
橋聖和

第6会場（共通講義棟A35）

座長：8:45-10:00　　松田博貴　　　，10:15-11:45　　山本由弦

第7会場（共通講義棟A41）

座長：14:30-15:15　岡田　誠　　　，15:15-16:30　坂口有人　　　　　

17日のプログラム中止に伴う学生・院生発表特別セッションプログラム


